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Ⅰ．問題提起と目的
　小学校の各教科において、ICT活用が強調されている。小
学校体育科の ICT活用については、「教育の情報化に関する手
引き」1）に以下のように記載されている。「デジタルビデオカ
メラ等で自分の動きを撮影し、模範演技と比較したりして、
演技や運動での課題を見つけさせ、よりよい動きができるよ
うに考えさせるようにする ｣であり、具体例として小学校第
5・6学年の器械運動「跳び箱運動」を取りあげ、「デジタルカ
メラの動画機能などを用いて、自己の課題に応じた練習を工
夫するために自分の動きを撮影し、動きや技の改善点や高ま
りを見つける」2）としている。文部科学省が手引き等を用い
て主導するかたわら、教育現場においてはどのように ICT機
器の活用がなされているのだろうか。
　松坂 3）は、体育における ICTの活用状況を以下のように報
告している。第 1はデジタルコンテンツやデジタル教材に関
して、見本となる技の動画や練習方法がおさめられている学
習支援ソフトで、模範となる動画については教師や、技能の

高い生徒のパフォーマンスを利用している、第 2は授業実践
で、器械運動に関するものが多く、結果として子どもたちの
学習意欲が向上した。一方、文部科学省は技や動きを解説す
るデジタル教材を DVD配布し、さらに YouTubeでも動画配
信をして、教師が簡単に利用できるように配慮している（文
部科学省 HP：http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/jyujitsu/ 

1330884.htm指導資料集）。以上のことから、ICT活用状況は
技能の習得に関するデジタル教材に偏りがちであり、新たな
活用事例を検討することが喫緊の課題となっている。
　体育授業は、身体活動性・集団性・情緒性・課題解決性と
いった点で、自分の良さや可能性、自分自身の限界、自分の
努力により味わうことのできる成就感や達成感、仲間との心
身の触れ合いかかわり合いから味わう喜びや葛藤など、様々
な体験のできる素晴らしい時間である 4）。小学校においては、
学級経営ということばが強調されるように、集団レベルでの
効力感である集団効力感への関心が強いと推察される。体育
授業における集団効力感に関連する先行研究では、課題関与
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的雰囲気を知覚するような働きかけを行うことによって、体
育授業以外にも運動を実施する可能性が示唆され 5）、同時に
課題として、体育授業における集団効力感を測定する尺度の
開発が指摘されている 6）。
　近年、スポーツ分野において成人競技者を対象にモチベー
ションビデオ（Motivation Video: MV）と呼ばれる、自分たち
の成功プレーや成功場面の映像で構成されたビデオが試合へ
の心理的準備を目的に作成され、用いられている。集団にお
いても、チーム・モデリングとなる映像の視聴が集団効力感
を向上させること、また、これらの映像をMVとして視聴さ
せた場合でも、同様の効果が得られることが明らかにされた
7）。技能の習得に関するデジタル教材に偏りがちな ICTの新
たな活用の観点として期待される。
　以上のことから、本研究では、児童を対象にキャッチバレー
ボール教材において、MV視聴による実践に取り組むことで

集団効力感の向上を図ることを目的とした。集団効力感の測
定には、児童を対象に開発された集団効力感尺度 8）を用いた。

Ⅱ．方法
1．対象・研究期間
　MVを視聴する対象は、兵庫県尼崎市 A小学校の 5年生児
童 38名（男子 18名、女子 20名）であり、本研究は、平成 27

年 11月―12月に 8時限構成で実施された。
2．授業計画と学習活動 （表 1・表 2）
　授業者が教材の本質をどうとらえるかは、ルールの工夫・
改善をする際に重要である。本授業の授業者は、バレーボー
ルの競い合いの本質を「ボールを自陣のコートに落とされな
い」に見いだした。運動技能に差がある現状を踏まえ、例え
ば、「落とさない」であればレシーブからキャッチに変えて指
導した。
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表 1　学習のねらいと道筋（全７時間）

表 2　1 時間の流れとルール及び共通課題
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　キャッチバレーボール指導の重点は、グリフィンら 9）が開
発したゲームパフォーマンス構成表（表 3）を参考に、児童の
特性を踏まえて導き出した。授業者の「ボールを自陣のコー
トに落とされない」―「簡単な三段攻撃で空いているところ
狙って落とす」を実現するため、「ベース」「技能発揮」「調整」
に決定した。「ベース」は、与えられたポジションへの戻り、
「技能発揮」は、意図的な三段攻撃の実行、「調整」は、サー
ブや攻撃（返球）に対しての対処、次の動きを予測して動き
出すこと、流れに応じたポジション調整であった。全ての児
童が学べるようにするためには 3対 3にすべき 10）であった
が、初めてバレーボール型の教材に触れることを踏まえ、4対
4から始めた。
3．MＶの作成過程及び視聴のタイミング
　MVの作成は、永尾 11）のチーム -モデリング理論に基づき
学級担任が行った。作成上の留意点は、
　①チームのテーマを設定する。
　② 3分程度に編集する。画像 1枚は 5秒程度にする。
　③音楽は、テーマに合うものを児童が決定する。
　④挿入する言葉は、短く、ポジティブなものにする。

　⑤ 画像シーンは、チームメンバー（個人または集団）の良い
プレー映像、勝利や得点後の歓喜の輪、円陣の場面、応
援の場面、作戦タイムの場面とし、特定選手の画像に偏
らないものにする。

　⑥起承転結のストーリー性を持たせる。
　⑦視聴のタイミングは担任教師が決定する。
　であり、今回は作戦タイム（各授業実施 15分前後）に視聴
した。視聴のタイミングについては、成人競技者対象の先行
研究 12）では、「試合の直前では試合に近すぎ、気持ちが高揚
しすぎて、パフォーマンスに関しては空回りした気がする」
との指摘もあるが、授業のオリエンテーション時に児童と相
談し、最も負担が軽くなると判断し、実施した。
4．集団効力感の測定
　集団効力感の測定には、成人の心理的パフォーマンスに対
するコレクティブ・エフィカシーを測定する尺度 13）をもと
に、大平 8）が児童を対象に作成した集団効力感測定尺度を用
いた。この尺度は、1因子 12項目で構成され、信頼性と妥当
性が確認されている。また、バスケットボールを教材とした
授業に適用され、実用性が確認されている。

表 3　ゲームパフォーマンス力の構成表 9）

図 1　授業前後の集団効力感得点（全体平均）の比較結果

カテゴリー 具体的な動き  

①ベース ある技能を発揮し、次の技能を発揮するまでの間のホームポジションあるいはリカバリーポジションへの適切な戻り。 

②調整 ゲームの流れに応じた、オフェンスあるいはディフェンスのポジションの調整。 

③意思決定 ゲーム中にボールなどを操作して何を行うべきかに関する適切な選択。 

④技能発揮 選択した技術の有効な実行。 

⑤サポート 味方チームがボールを保持している場面で、パスを受けるポジションへ移動するボールを持たない動き。 

⑥カバー ボールを保持している味方プレーヤーやボールに向かって移動している味方プレーヤーに対するディフェンス面での支援。 

⑦ガード・マーク  ボールを保持している相手プレーヤー、もしくはボールに向かって移動している相手プレーヤーに対するディフェンス。 
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Ⅲ．結果と考察
　小学生児童を対象に、MV視聴を通して集団効力感が向上
したかどうか確認するため、授業実施前後の集団効力感の平
均値に差があるかどうか、対応のある t検定で確認した。その
結果、平均値間に統計的に有意な差が認められ（t(37)=3.66, 

p<.001）、視聴後の方が集団効力感得点の高いことが示された
（図 1）。
　さらに、項目ごとに比較した結果を表 4に示した。めあて
の達成に向けた強い気持ちを示す「自己実現意欲」、自信を
持って活動する「自信」、対戦相手に応じた「作戦能力」の 3

項目において、視聴後の方が有意に得点が高かった。体育授
業における集団効力感は、「私のチームメンバーが保有する
チームに対しての有能感に関する共有された信念」であり、
集団効力感得点の向上により、チーム内のコミュニケーショ
ンが促進され、勝利に貢献しようとする意識を持たせること
ができたと考えられた。「モチベーションビデオはどうでした
か」の質問に対する 15種類のコメントは「やる気」、「チーム
内のコミュニケーション」に関すると内容であり、意識の高
まりが推察された。「作戦能力」において、特にその傾向が強
かったことは、指導者が示した「サーブでのねらう位置はど
うすればよいか」に代表される共通課題によるもので、自由
記述にも作戦に関する記述があり、指導者の意図が反映した
結果であると推察された。
　MVの直前視聴について成人では、「気持ちが高揚しすぎて、
パフォーマンスに関しては空回りした気がする」というネガ
ティブなコメントであった 12）。本研究における児童の自由記
述も、「気合いが入る（17名）」「盛り上がる（4名）」「勝つぞ
という気持ち（3名）」「絶対に負けられない（2名）」など高
揚感を示す記述であった。同時に試合直前視聴が「とてもよ
かった」が 82％を占め、「思うとおりのプレーができた」の自
由記述もあることから、成人競技者の場合とは異なる結果が
得られた（表 5）。
　しかしながら、現状ではMVを用いる介入群と非介入群の
比較を行うことができていない。今後、比較研究やMVの内
容の違いによる影響等を検討していくことが求められる。
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